アンサンブル予報による平成30年7月豪雨の予測可能性について by 松信, 匠 et al.
Titleアンサンブル予報による平成30年7月豪雨の予測可能性について





















いる(気象庁, 2018)。  
 本研究ではNational Centers for 
Environmental Prediction (NCEP) と
European Centre for Medium-Range 











 NCEP および ECMWFの現業アンサンブ
ル予報データはTIGGE (Swinbank et al., 
2016) データベースから取得した。 NCEP
のアンサンブル予報システムはGEFS 






た。 OpenIFS は ECMWFの現業予報モデ






ージョンは 40r1 であり、これは 2013 年







 GEFS 初期値から東西風 u, 南北風 v, ジ
オポテンシャル高さ z, 気温 T, 比湿 qのデ
ータを抽出し、31層の気圧面データから
60層のモデル面に内挿した。その後、各層
について渦度, 水平発散, 気温, 比湿の分布
を作成し、球面調和関数を用いてスペクト






Nakazawa (2015) では TIGGEアンサンブ
ルデータを用いて各予報センターごとに気




















時間ステップ 1800 秒 









 集中的な大雨が発生した 7月 5日、6
日、7日の 12UTCから前 24時間の降水量
を対象に予測精度を検証した(図 1-3)。 








































図 2 図 1と同じ。ただし、初期時刻が6月 30日
12UTC。 
 
 7 月 1日を初期日とした予報では更に改
善がみられた(図 3)。GEFS_OpenIFS 実験














図 3 図 1と同じ。ただし、初期時刻が7月 1日
12UTC。 
 
 図 4 では各予報モデル、各初期日(6 月




























































図 5 各予報モデル・各初期時刻に対する7月 3日
12UTCの海面更正気圧のスパゲッティ図(緑線: 
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